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い
島
棋
0

・
の
三
助
と
な
り
、
鴎
郷
の
後
縛
皮
を
越
中
に
輪
出
し
一
は
久
平
と
い
ひ
、
洪
洲
・
袖
鴎
・
楠
涯
・
橡
石
と
観
す
一
石
を
領
し
、
大
坂
爾
役
の
際
は
腕
に
致
仕
し
て
民
た

マ
ツ
ダ
イ
末
代
駿
河
の
人
。
近
衛
天
皇
久
安
一
て

E
利
を
得
、
途
に
館
舶
十
億
袋
、
岡
三
千
八
百
石
一
る
。
弱
冠
に
し
て
所
J

口
町
年
寄
と
震
。
、
維
新
後
一
が
、
自
ら
諦
う
て
従
軍
し
、
功
を
以
て
新
た
に
一
一
一
一
自

の
胞
に
麗
た
。
末
代
富
士
山
に
登
る
こ
と
幾
固
な
る
一
を
有
す
る
に
至
っ
た
。
晩
年
金
棒
に
在
っ
て
米
穀
の
一
鹿
島
郡
の
匿
長
及
び
七
尾
市
正
に
陵
任
し
て
良
夜
と
一
五
十
石
を
賜
は
り
、
元
和
八
年
夜
。
一
成
の
嫡
子
九

を
知
ら
ぬ
か
ら
、
慨
に
富
士
上
人
と
言
は
れ
た
。
後
一
投
機
質
買
に
従
ひ
、
七
尾
の
老
将
と
い
は
れ
、
嘉
永
一
い
は
れ
た
。
立
敬
替
を
篠
崎
小
竹
に
、
援
を
浦
上
春
一
郎
右
衛
門
突
に
先
だ
っ
て
死
し
、
そ
の
弟
治
右
衛
門

叉
白
山
に
懇
ぢ
て
随
抽
の
水
を
汲
み
、
関
東
の
民
康
一
ご
-
年
九
周
波
。
齢
八
十
三
。
七
局
長
編
寺
に
蹄
葬
し
一
琴
に
習
ひ
、
詩
般
俳
句
皆
之
を
能
く
し
た
。
明
治
廿
一
直
次
後
を
襲
い
で
近
藤
氏
を
縛
し
た
。

に

勤

め

て

一

切

経

を

潟

さ

し

め

、

そ

の

剰

す

厨

の

鉦

一

た

o

一

七

年

夜

す

る

時

七

十

歳

。

一

マ

ツ

ダ

ヒ

ラ

ヤ

ス

キ

ヨ

松

平

康

湾

遁

稽

玄

響

。

を
携
へ
て
上
洛
し
た
の
で
、
鳥
羽
法
皇
も
亦
結
縁
の
一
マ
ツ
ダ
ジ
ヨ
ウ
ア
ン
松
田
常
安
初
め
玄
意
・
紹
一
マ
ツ
ダ
タ
ロ
ベ
Z

松
田
太
郎
兵
衛
隊
五
百
石
一
伯
脅
康
定
の
次
子
。
慶
長
十
一
一
一
年
前
回
利
長
に
越
中

震
諸
人
に
課
し
て
大
般
若
経
を
潟
き
し
め
給
う
た
。
一
安
。
突
は
玄
字
。
突
明
七
年
御
臨
師
に
召
出
さ
れ
、
一
を
受
け
、
大
坂
再
役
に
伊
勢
口
で
首
一
つ
を
得
た
o

一
富
山
に
仕
へ
て
四
百
石
を
受
け
た
。
大
坂
爾
役
に
従

本
朝
世
紀
に
は
、
普
天
喜
年
中
日
泰
と
い
ふ
者
が
あ
一
寛
政
三
年
江
戸
に
於
い
て
裂
し
た
。
子
孫
玄
宇
・
常
安
一
末
孫
槌
太
夫
の
時
、
寛
政
四
年
自
設
し
て
絶
炊
し
一
ひ
、
再
役
に
功
が
あ
り
、
元
利
六
年
交
の
夜
後
そ
の

っ

て

、

白

山

に

管

っ

て

筒

袖

の

水

を

混

ん

だ

が

、

一

永

敬

相

鎗

「

。

一

た

0

・

一

穂

四

千

石

を

捌

い

て

人

持

組

に

斑

し

、

本

隊

四

百

石

末
代
上
人
は
日
泰
の
後
身
で
あ
ら
う
と
記
す
る
o
白
一
マ
ツ
ダ
シ
ロ
ザ
Z

モ
ン
松
田
四
一
郎
左
衛
門
叉
一
マ
ツ
ダ
=
松
谷
能
業
部
軽
海
郷
に
属
す
る
無
一
を
弟
康
貞
に
賜
は
っ
た
o
承
隠
元
年
夜
。
子
孫
務
に

山
記
に
白
山
嶺
上
の
こ
と
を
述
べ
て
、
『
殿
前
緊
二
一
左
馬
助
に
作
る
。
松
岡
尾
張
守
政
質
の
三
男
。
北
傑
一
家
の
地
で
、
明
治
八
年
十
周
五
凶
寺
村
に
合
併
し
た
。
一
世
襲
す
る
。

尺
八
寸
鰐
口
一
一
驚
紛
糾
V
雌
M
V
A
-
-
z
長
一
丈
一
錫
杖
一
氏
直
の
臣
で
あ
っ
た
が
、
氏
直
死
後
前
回
利
長
に
仕
一
マ
ツ
ダ
エ
ジ
松
谷
寺
能
奨
郡
松
谷
に
あ
っ
た
。
一
マ
ツ
ダ
ヒ
ラ
ヤ
ス
サ
ダ
松
平
康
定
逝
稽
久
兵

附
御
一
明
』
と
あ
る
。
こ
の
間
頂
は
認
定
に
同
じ
く
、
調
一
へ
て
四
千
石
を
受
け
た
。
子
採
世
々
滞
に
仕
へ
る
。
一
白
山
記
に
中
宮
入
院
の
内
に
松
谷
寺
を
邸
中
げ
て
、
韓
一
街
、
後
伯
替
。
突
は
=
一
州
伊
保
城
主
紀
伊
守
康
元
。

頂
法
皇
と
は
務
飾
修
認
の
上
皇
を
い
ふ
も
の
で
、
印
一
マ
ツ
ダ
ジ
ロ
ザ
Z

モ
ン
松
田
次
郎
左
衛
門
一
一
議
郷
だ
と
し
て
腐
る
。
能
美
名
蹴
志
に
、
松
谷
村
に
一
初
め
柴
田
勝
家
に
仕
へ
、
次
い
で
佐
々
成
政
に
仕
へ

ち
鳥
羽
法
皇
で
あ
る
。
き
れ
ば
法
皇
は
末
代
上
人
の
一
授
大
勝
で
、
石
川
郡
問
弁
箆
に
銭
。
、
一
方
の
棟
梁
一
寺
屋
敷
が
あ
っ
て
、
古
へ
松
谷
寺
と
い
う
た
と
あ
一
て
二
百
石
を
受
け
、
前
回
利
長
に
稗
じ
て
五
百
石
を

肋
慾
に
基
づ
い
て
、
此
等
の
鰐
口
及
び
錫
杖
を
跡
前
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
間
郡
米
泉
に
在
る
須
崎
兵
庫
は
一
る
。
白
山
記
に
『
叉
有
二
嬢
験
駐
日
蹴
=
檎
新
宮
二
冨
一
食
み
、
麗
に
千
石
を
加
へ
、
天
正
十
五
年
四
周
限
前

に
献
げ
給
う
た
の
で
あ
ら
う
。
一
之
と
相
指
抗
し
た
が
、
和
陸
と
稽
し
て
次
郎
左
衛
門
一
々
。
建
立
人
乃
奨
郡
邸
機
郷
松
谷
住
如
是
坊
云
人
事
v

一
躍
石
城
攻
撃
の
時
前
回
利
畏
に
従
う
て
出
征
し
功
を

マ
ツ
ダ
カ
ツ
ユ
キ
松
田
克
之
幼
名
小
三
郎
。
一
を
招
き
、
そ
の
沈
酔
に
来
じ
て
之
を
殺
し
た
o
容
は
一
崇
之
後
及
二
一
百
歳
-
突
。
』
と
あ
る
如
是
坊
は
、
こ
の
一
立
て
た
o
政
春
古
兵
談
に
は
、
前
田
方
一
番
莱
は
久

安
政
ご
年
を
以
て
生
ま
れ
、
協
田
巧
一
・
移
本
乙
菊
一
加
邦
録
に
詳
記
せ
ら
れ
る
。
一
松
谷
寺
の
人
で
あ
っ
た
ら
う
。
一
兵
衛
及
び
太
田
喜
藤
次
〈
但
馬
長
知
〉
で
あ
っ
た
と
浦

と
友
替
で
あ
っ
た
。
十
年
島
田
一
良
が
審
議
大
久
保
一
マ
ツ
ダ
シ
ロ
ペ
Z

松
田
四
郎
兵
衛
四
郎
左
衛
一
マ
ツ
ダ
ノ
リ
ザ
ト
松
田
窓
里
逝
構
図
郎
左
衛
一
生
氏
郷
の
記
録
に
あ
る
と
す
る
o
慶
長
五
年
八
月
利

利
活
の
暗
殺
を
企
て
た
時
、
十
周
巧
一
と
共
に
上
京
一
門
(
一
一
代
)
癒
里
の
弟
。
一
名
平
太
夫
。
隊
誠
一
白
石
。
一
門
・
左
馬
助
。
失
四
郎
左
衛
門
の
除
を
分
か
っ
て
こ
一
長
の
丹
羽
長
重
と
洩
井
畷
に
戦
う
た
時
、
康
定
は
水

し
て
臨
界
の
事
情
を
探
り
、
十
一
年
四
周
一
た
び
金
一
大
坂
再
役
に
従
軍
敵
首
一
つ
を
得
た
o
子
孫
悦
々
務
一
千
石
を
領
し
、
陵
長
十
九
年
大
坂
の
役
に
第
四
践
の
一
越
縫
殿
助
と
一
番
鎗
を
事
ひ
、
八
日
用
十
ご
日
そ
の
箪

揮
に
蹄
り
、
五
周
復
東
上
し
た
が
、
途
武
議
熊
谷
に
一
に
仕
へ
る
。
一
銃
狩
で
あ
っ
た
。
態
里
現
し
て
そ
の
統
絶
え
、
弟
四
一
努
を
貸
せ
ら
れ
て
短
万
一
鞘
・
黄
金
三
枚
を
賜
は
り
、

去
っ
て
一
良
等
が
阪
に
志
を
塗
げ
た
る
を
知
り
二
ニ
マ
ツ
ダ
ス
ケ
カ
ツ
松
田
典
克
語
講
源
次
郎
・
纏
一
郎
兵
衛
の
系
は
長
〈
俸
は
っ
た
。
一
千
五
百
石
を
加
へ
、
翌
年
三
千
石
を
加
へ
、
後
叉
ご

十
ご
日
響
視
聴
に
自
首
し
、
七
周
終
身
禁
獄
を
命
ぜ
一
太
夫
。
線
八
百
石
。
櫨
太
夫
以
敬
の
子
四
郎
左
衛
門
一
マ
ツ
ダ
バ

γ
ウ
松
田
馬
宗
遺
稿
平
凡
、
後
平
一
千
石
を
加
へ
、
利
長
の
隠
棲
に
高
閲
に
随
う
て
家
老

ら
れ
、
石
川
島
最
獄
住
居
た
。
後
十
七
年
三
用
サ
六
一
の
養
子
。
大
小
将
・
閥
番
頭
・
御
先
弓
顕
・
御
歩
顕
に
一
四
郎
o

七
七
七


